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中谷陽輔 

 

連載第 7 回目です。ここ最近のテーマが、コソダテにおける「睡眠」「コントロール」「質と量」

と、形のないテーマが続いていました。 

そこへきて今回は、コソダテにおける「スマホ・タブレット」という、形のあるテーマにチャレン

ジしてみたいと思います。 

 

正直、これまたかなりの大テーマだと思っています。 

というのは、現代における多くの保護者や養育者の方が、既に、スマホ・タブレットについて

子どもがどのように関わるか、そもそも関わらせて良いものなのか、と悩みながらの日々を送

っていることが容易に想像できるからです。 

 

先に言ってしまうと、コソダテノシンリとしては、コソダテにおけるスマホ・タブレットの使用

について、メリットを打ち消してしまうほどの大きなデメリットがある、と結論付けています。

ただ同時に、日本のコソダテにおいて、スマホ・タブレットの使用を避けがたいような雰囲気と

現状があり、その中をどうやって乗り切っていくか、にも触れていくつもりです。 

大テーマであるがゆえに、スマホ・タブレットの子どもの心身への影響として、①学業面、②

対人面、③生活面と大きく分けて述べた後に、日本のコソダテにおける現状、と繋げていきた

いと思っています。 

今回の原稿でどこまで書けるか、自分でもまだわかりませんが、気長にお付き合いいただけ

たら幸いです。 

 

子どもとスマホ・タブレットを巡る日本の現状 

令和５年度「青少年インターネット利用環境実態調査」報告書（こども家庭庁, 2024）による

と、すでに小学生・中学生・高校生すべての学校段階において、子どもの 90%以上がインター

ネットを利用しています。そして小学生のうちは、「学校から配布・指定されたパソコンやタブレ

ット等」によるインターネット利用率が 5～7 割程度で１位ですが、中学生以降は、スマホによる

インターネット利用が 8～9 割とより高率になるため１位となっています。 

周知のとおり、文部科学省の取り組みとして、2019 年から「GIGA スクール構想」が開始さ

れました（文部科学省, 2024）。「GIGA」は「Global and Innovation Gateway for All」

https://www.humanservices.jp/wp/wp-content/uploads/magazine/vol54/53.pdf
https://www.humanservices.jp/wp/wp-content/uploads/magazine/vol55/50.pdf
https://www.humanservices.jp/wp/wp-content/uploads/magazine/vol56/51.pdf
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の略で、「すべての児童・生徒にグローバルで革新的な扉を」という意味が込められており、具

体的には、全国の児童・生徒 1 人に 1 台のコンピューターと高速ネットワークを整備することが

掲げられています。そして上記の「学校から配布・指定されたパソコンやタブレット等」について、

小学生においては持ち帰りができる可動型端末、いわゆるタブレットが主流となっている実態

があります。 

このように、スマホ・タブレットを通じてインターネット利用を行う子どもたちが確実に多くな

ってきている中ではありますが、日本医師会と日本小児科医会の連名で作製された、こんな啓

発ポスターがあるのをご存知でしょうか。 

             （画像は日本小児科医会 HP より） 

このポスターは、2017 年に公表され、視力や体力など 6 つの力がスマホによって悪影響を

受けうることが示されています。ちなみに、小児科医会は「子どもメディア」に関する対策委員

会を 2004 年から立ち上げており、子どもとスマホ・タブレット等の ICT についても提言や啓

発・情報発信を当初より積極的に行っています（日本小児科医会, 2024; 岡田ほか, 2015）。 

ポスターの内容について、そこまで断定してよいものなのかといった疑問の声や、その根拠

の確証度などについて、議論が沸き起こりました。それらに対する私の見解はおいおい書いて

いけたらと思いますが、まずは上記①学業面に直接関係しうる、「スマホを使うほど、学力が下

がります」と書かれている点について、記載されているデータ以外もふまえながら、スマホやタ

ブレットによる学習のメリット・デメリットについて、それぞれ分けて述べていこうと思います。 

https://www.med.or.jp/dl-med/teireikaiken/20170215_31.pdf
https://www.med.or.jp/dl-med/teireikaiken/20170215_31.pdf
https://www.jpa-web.org/information/sumaho.html
https://www.jpa-web.org/dcms_media/other/sumahonojikan_161215_poster.pdf
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スマホ・タブレットによる学習へのメリット（効果）は？ 

GIGA スクール構想を導入する際に、文部科学省(2020)は、データも元に、学校における

ICT(Information and Communication Technology, 情報通信技術）の環境整備の

状況は地域差が大きく脆弱であることや、学校授業におけるデジタル機器の使用時間は

OECD 加盟国で最下位であることを指摘しました。そして、学校による ICT 活用を積極的に

行う必要性や、これまでの教育実践の蓄積に ICT を加えることで「学習活動の一層の充実」や、

「主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善」が可能になるという展望を示しました。 

また、直感的にも、スマホやタブレットを活用することは、情報検索がスムーズになったり、

大量の紙や本を持ち運ばなくていい、などの理由により、手軽でコスパがいい学習ツールのよ

うに思えたりします。 

では実のところ、ICT による学習効果はいかほどなのでしょうか。 

 

OECD が進めている PISA（Programme for International Student Assess-

ment）と呼ばれる国際的な学習到達度に関する調査では、学力に関する 3 分野（読解力、数

学的リテラシー、科学的リテラシー）および、学習に関連する背景要因（学校内外の学習環境や

学習への取り組み方など）について調査されています。その中で、上述の、学校授業における

デジタル機器の使用時間が OECD の中で日本が最も少ないことは確かに示されています（国

立教育政策研究所, 2019）。 

一方で、PISA(2015)の報告書をよく見てみると、学校におけるパソコン台数が多いほど

「数学リテラシー」が低いこと、授業中にインターネット利用頻度が多いほど「読解力」が低いこ

とが、データをもとに示されています。素直に解釈すると、パソコン台数を増やしてインターネ

ットをどんどん利用できるようにするということは、学力向上には繋がらず、むしろ学力低下

に向かいそうだという結果です。 

 

・・・受け入れがたい結果かもしれませんが、他にもこのことを裏付ける研究があります。例え

ば、パソコンでメモを取るより手書きでメモを取るほうがテスト結果は良いこと（Mueller & 

Oppenheimer , 2014）や、パソコンの電子スクリーンで読むより紙のテキストで読むほう

がテスト結果は良いこと（Mangena, Walgermo, & Brønnick, 2013）が実証されてい

たりします。 

ちなみに、「脳トレ」開発者として有名な脳機能研究者である川島隆太氏は、『少なくとも、現

時点で、オンライン教育が子どもたちに良い影響を与えたことを示すデータは全くない』(川島, 

2022, p7)と断じてます。 

ICT 教育は、手軽でコスパがいいようで、実際のところ、学習効率が悪い、と言えそうです。 
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スマホ・タブレットが子どもの学習に与える悪影響 

川島隆太氏は、上記の啓発ポスターに記載されている、「スマホを使うほど学力が低下しま

す」のデータ（国立教育政策所, 2014）を裏付ける研究を仙台市とともに複数行っており、そ

れらの結果ももとに、『スマホが学力を破壊する』（川島, 2018a）や、『スマホを捨てるだけで

偏差値が 10 上がる』（川島, 2018b)と述べています。 

それぞれなかなかに衝撃的な文言ですが、その根拠のほどはどの程度なのでしょうか。 

 

具体的な調査結果の例として、スマホ・携帯電話を長時間使用（1 時間以上）していた生徒は、

そうでない生徒より成績が低いことが示されています。 

この結果について、睡眠時間の長短や、家庭学習時間の長短によっても多少の成績の違い

はありましたが、何よりもスマホ・携帯電話の長時間利用が決定的な違いを生んでいました（仙

台市, 2018）。ただ「長時間利用」といっても、1 時間以上か 1 時間未満かです。 

なお、科目によっては、家庭で平日 2 時間以上勉強しているがスマホ・携帯電話も 4 時間以

上使っている生徒の成績のほうが、家庭で平日 30 分未満しか勉強していないがスマホ・携帯

電話も全く使っていない生徒の成績よりも低かったという結果（数学）も得られています（仙台

市, 2013）。 

換言すれば、学校でしか勉強していない生徒よりも、家庭学習や塾に時間を多く費やしてい

る生徒のほうが、成績は低くなる、という結果です。成績が低くなるのは、スマホをかなり長時

間が使っている場合、となりますので、スマホ・携帯電話の長時間使用が勉強の効果を打ち消

している、ともいえます。 

 

また、スマホを見ていなかったとしても、スマホが近くにあるだけで、集中力がそがれ注意力

が散漫になる「Brain Drain（脳からの資源流出）」とよばれる現象も確認されています。こち

らのほうが感覚的に理解しやすいかもしれません。 

具体的には、スマホの置く場所を変えて（机、ポケットや鞄の中、別室の3条件）、集中力が必

要な課題 2 つ行ったところ、スマホを使用していなくても「スマホが近くにある」だけで脳の認

知資源が消費されてしまうと指摘されています（Ward et al., 2017）。少し違う視点で、川

島(2018c)も、アラーム音よりインスタントメッセージの通知音のほうが情報処理を阻害し、

課題成績が低くなることを明らかにしています。 

もし通知音が頻繁に鳴るタブレットで動画学習をしていたら・・、もしくは、もし音楽が聴きた

いからとスマホを部屋に置いて学習していたら・・。本人や保護者が気づかないまま、せっかく

学ぼうとした学習内容が思うように身につかない、ということは十分にあり得ることです。 

  

さらに、川島隆太氏は、「スマホやタブレットを使う習慣のある子どもは脳の発達が止まる」

と語っています。たとえば、脳の中でも記憶・学習や思考・判断に深く関連した部位である「前
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頭前野」の働きは、紙の本を読んで学習するときと比べ、動画学習中のほうが明らかに低下し

ている、むしろ働きが「不活性化」することが確認されています（産業能率大学総合研究所, 

2020）。他にも、スマホを使って調べものをしているときと、スマホを使わずに国語辞書で同

じような調べものをしているときとで比較するという実験を行うと、スマホを使って調べ物を

しているときは前頭前野が全く動いていないことが示されました（川島, 2018c）。 

他にも、11 歳の子どもに 3 年間の追跡研究を行い、知能及び脳(灰白質・白質)の成長量を

確認した研究（Takeuchi et al., 2018）では、ネットの使用頻度（週当たりの使用日数）が増

すほど、言語性知能及び脳の成長量が減少したという結果が示されています。 

川島（2018a）は、“Use it, or lose it”という言葉で、脳が機能し続けるには脳を使い続

ける必要があるが、スマホやタブレットによる学習により、脳を使うことを止めてしまえばその

機能も止まってしまう、ということに警告を発しています。 

 

以上より、スマホ・タブレット使用によって、いくら勉強したとて思うように結果が出なかっ

たりするだけでなく、本来なら発達とともに自然と身につくはずの能力が身につかない、とい

った、子どもにとって大いなる悪影響が容易に推測されます。 

 

・・・人間はなかなかどうして、楽をしたいと考えてしまう生き物です。ただ事実として、「面倒

で厄介な活動」のほうが、脳は大いに働き、育っていきます。 

可愛い子には旅をさせよ、という諺が頭に浮かんでしまうのは、私だけでしょうか。 

 

スマホ・タブレット使用について「大人が見極める」ことが第一 

アメリカの IT の中心地、シリコンバレー。そこでは、「テックフリー」という、授業に ICT 機器

を一切使わない学校が人気となっています（COURRiER JAPON, 2018）。 

また、Microsoft の創業者であるビル・ゲイツや、iPhone を開発したスティーブ・ジョブズ

が、自身の子どもたちには、パソコン，スマホなどのデジタル機器の利用を厳しく制限していた

ことは有名になってきています。Apple 社の幹部も、スマホを子どもに買い与えないといいま

す。 

 

・・・なぜでしょうか？ 

 

アンデシュ・ハンセン（スウェーデンの精神科医）による書籍「スマホ脳」は、2021 年、最も日

本で売れた本としてベストセラーになりました。 

その書籍の中にも、スティーブ・ジョブズはなぜ iPad を触らせなかったのか、という問いに

ついて書かれています。詳細は書籍に譲るのですが、さらにこの書籍の中には、「スマホは私た

ちの最新のドラッグである」という章があります。 
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・・・どういうことでしょうか？ 

 

ドラッグといえば、薬物依存やアルコール依存など、依存症治療における日本の総本山とす

らいえる「久里浜医療センター」（独立行政法人国立病院機構）というところがあります。 

久里浜医療センターは 2011 年に全国に先駆けてネット依存専門診察を始めました。そこで

精神科医長となった中山秀紀氏（当時）が、「スマホ依存から脳を守る」（中山, 2020）という

題名で、本を書きおろし、その帯には「スマホは最強（最凶）の依存物です」と書かれています。 

 

・・・なぜでしょうか？ 

 

他にも、元マイクロソフトの研究員である外山健太郎氏は、研究員当時、派遣されたインドの

現場で試行錯誤をしながら、貧しい人々や子どもたちにパソコンを配布したり、インターネット

に接続できる環境を整えました。その経験をもとに、「テクノロジーは貧困を救わない」（外山, 

2016）という本を書きおろし、単純なテクノロジー礼賛に警告を発しています。 

 

・・・どういうことでしょうか？ 

 

スマホ・タブレットについて、その便利さの陰となり、大人が思っている以上の危険性が潜ん

でいる。IT 業界の中心にいる人ほど、その危険性について肌感覚として理解している・・。 

 

そのように考えることは、荒唐無稽な仮説でしょうか。 

 

 

・・・もしくは、GIGA スクール構想をはじめとして、大人側が ICT に過度な期待を持ってい

る、ともいえるかもしれません。 

 

外山健太郎氏は、上記書籍内で、増幅の法則、というものを唱えており、『テクノロジーの１

番の効果は人間の能力を増強することだと言える。（略） パソコンは、必要な知的作業を人力

でやるよりもっと早く、簡単に、強力にこなす手助けをしてくれる。だがどのくらい早く、簡単

に、強力にできるかは、利用者の能力にある程度左右される』と記しています。 

つまりは、まずは利用者の能力が一定程度、すでに備わっていることがテクノロジーを有効

に使うための前提となるということです。 

 

それでは ICT を活用できるための能力とやらは、どれくらいの年齢で、どれほどスマホ・タ

ブレットを触っていれば身につくのでしょうか。 
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久保谷・田辺（2019）は、中学・高校時代からスマホを使用しており「スマホネイティブ」とも

いえる大学生を対象に、スマホの利用時間と、具体的な ICT 活用能力との関係を調査しまし

た。その過程において、スマホの学習への悪影響を示したり、そういった問題意識のもとに行

われる研究が一定あることは認めつつ、肯定・否定に関するいずれの予断もしないという前置

きの元、分析が行われています。 

その結果、高校での学習経験が ICT 関連スキルに対する自己評価の高低に影響しているも

のの、スマホの利用時間の長さは、具体的な ICT 活用能力に結び付くとは必ずしも言えない、

と結論付けられました。加えて、『「生活の中で自然にスマホを使いこなしているスマホネイティ

ブ世代には、わざわざパソコンの使用法を教えなくても自分で勝手に習得する」ということを

期待するのは難しい』とも述べています。 

 

つまり、高校で学んだことが ICT への効力感を高めるものの、スマホをいくら使っても、

ICT を使いこなせるようになるとはいえない、ということです。 

タブレットは基本的にスマホの画面が大きいだけなので、GIGA スクール構想という御旗の

元で、各学校に配置されているタブレットをいくら使用したとて、GIGA スクール構想の目的

は達成されない、ということになるのではないでしょうか。 

 

パソコンの使用方法を習得し、ICT を適切に活用するためには、高等教育において、その学

習体系や教育可能な人材を整備することのほうが優先度は高いはずです。『テクノロジーは、

すぐれた教師や優秀な学長の不在を補うことは決してできなかった』（外山, 2016）とされて

います。限られたリソースをどこに優先的に割くか、大人側が見極める必要があります。 

逆に、既述のように、スマホ・タブレットを子どもに安易に手渡すことについては、学習に対

して悪影響のほうが勝ってしまう可能性が高い、といえます。 

ただでさえ、すでに人手が足りず業務量も多すぎることが各所で報じられている学校現場

です。先述の文部科学省(2020)のデータにもあったように、ICT 環境整備の状況にも大き

な地域差があった学校に、ただ一人一機器のためのお金を渡して、ICT を活用できる人材を

育ててほしいと急に言われたとて、それが可能なのかというと甚だ疑問です。 

 

お国の方針に何とかついていこうと、なけなしの時間と労力を費やして、しかもそれが子ど

ものためになっていない・・・とすれば、やっていられませんよね。 

 

 

・・・学業面だけで大いにページを取ってしまいました。残りのテーマについては、次回、続き

を書いていきたいと思います。 
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最後に、あくまで余談として。 

 

世界的に、タブレットの出荷台数は 2010 年代で既に頭打ちして低下気味であり、コロナ渦

需要で一時的に少し持ち直した程度です（ATY-JAPAN, 2024)。 

そして、周知のとおり、世界的な IT 企業を数多く擁する国がアメリカです。かたや、国の方

針で、毎年、新たに入学する生徒数の分だけ、多くのタブレットを輸入する国、日本。 

 

アメリカにとって日本は、さぞや良いお得意先でしょうね。そしてアメリカに良い顔をしてお

きたい日本の事情を考えると、外交的には Win-Win のように思えてしまいますよね。 

 

・・・もちろん、それ以外のことを考えなければ、です。 

 

 

本稿をもって、何をどう感じ、考え、見極めるかどうかは、皆さん次第です。 
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